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二度あることは三度ある　二兎を追うものは一兎をも得ず　　

逃がした魚は大きい
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かぞえうた　　１枚　　１台　　１帖　　（着物、電話、海苔）
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手あそびうた　かごめかごめ
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慣 用 句 身にしみる　　油を売る　　当てがはずれる
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（イメージしてみましょう）
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西が東に
にし　  ひがし

ロコモ５月 - 02

回　文回　文回　文
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　春の日の夕暮

　中原中也

トタンがセンベイ食べて

春の日の夕暮は穏かです

アンダースローされた灰が蒼ざめて

春の日の夕暮は静かです

吁！　案山子はないか─あるまい

馬嘶くか─嘶きもしまい

ただただ月の光のヌメランとするまゝに

従順なのは　春の日の夕暮か

ポトホトと野の中に伽藍は紅く

荷馬車の車輪　油を失ひ

私が歴史的現在に物を云へば

嘲る嘲る　空と山とが

瓦が一枚　はぐれました

これから春の日の夕暮は

無言ながら　前進します

自らの　静脈管の中へです

なか はらちゅう  や

 た

はる　　　ひ　　　ゆう ぐれ　　おだや

 はい　  あお

はる　　　ひ　　　ゆう ぐれ　　 しず

ああ　  か   か    し

うまいなな　　　　　　 いなな

　つき　　 ひかり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ま

じゅうじゅん　　　　　　　　　 はる　　　ひ　　　ゆう ぐれ

 の　  なか　 　が  らん　  あか

 に    ば  しゃ　  しゃ りん　　あぶら　 うしな  い　

わたし　　れき　し  てき げんざい　  もの　  い    え

あざけ　    あざけ　　　　  そら　　 やま

かわら　　いち まい

　はる　　　ひ　　　ゆう ぐれ

 む  ごん　　　　　　　　　 ぜん しん

みづか　　　　　　 じょうみゃくかん　　  なか　

はる　  ひ　 　ゆうぐれ

今月の詩今月の詩今月の詩
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二階から目薬

　回りくどい手段を用いて、少しも効果が上がらない

　こと。

憎まれっ子世にはばかる

　人に憎まれるような者が、かえって世間では幅を

　きかす。

二度あることは三度ある

　物事は繰り返して起こることが多い。

二兎を追うものは一兎をも得ず

　同時に二つのことをしようと欲ばると、両方とも

　うまくいかないものである。

逃がした魚は大きい

　手に入れそこなったものは、実際よりも立派に思わ

　れるものだ。

  に  かい  め ぐすり

にく   こ　 よ 

  に    ど さん  ど 

  に    と  お いっ  と   え 

　　 どう  じ　　　 ふた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  よく

  に さかな　　おお

  て　　　  い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じっさい　　　　　　　 りっ  ぱ　　　おも

まわ　　　　　　　　　しゅ だん　　 もち　　　　　　　 すこ　　　　  こう  か　　　 あ

　

ひと　　  にく　　　　　　　　　　　　　　 もの　　　　　　　　　　　　　　　せ   けん　　　　　はば

ものごと　　　く　　　かえ　　　　　 お　　　　　　　　　　　　おお

ことわざことわざ

りょう ほう
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我と来て　遊べや親の　ない雀
　小林一茶

四方より　花吹き入れて　におの海
　松尾芭蕉

春めくや　人さまざまの　伊勢まいり
　山本荷兮

われ　  き　  あそ　  おや　  すずめ

                   　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　こ ばやし       いっ さ

 し  ほう　  はな ふ　  い　 　うみ

 まつ  お   ば  しょう

 やま もと か   けい

はる　  ひと　 　い　せ

俳　句俳　句俳　句



１　チョウチョとガが、一緒になったよ。なんという鳥
　　かな？

２　時計を持っている鳥はなあに？

３　新聞にたくさんのっている鳥はなあに？　

４　とびはとびでも、空は飛べないで、地面の上をとんで
　　いるとびはなあに？

いっ しょ 　とり

 と  けい も とり

しん ぶん   とり

そら と　　  じ  めん　　  うえ

ロコモ５月 - 06

なぞなぞなぞなぞ
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《かごめかごめ》

うしろのしょうめん　だあれ2

手をつないで おにをかこみ

うたいながら まわる

て

かごめ　かごめ

かごの中の　とりは

いついつ　出やる

よあけのばんに

つるとかめが　すべった

1
なか

で

 手をはなし、その場にすわる

おには、後ろの子をだれだか

あてる。

て  ば

  うし　　　　　　　こ

手あそびうた手あそびうた
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《イギリスのうた》

イギリスは

イングランド　ウェールズ　スコットランド　北アイルランドの　

４地域からなりたち

正式な名前は　グレートブリテンおよび北アイルランド連合王国

国土は　大西洋　北海などに囲まれた　島国で　

サッカー　ラグビー　ゴルフ　クリケットなどの発祥の地

気候は　西岸海洋性気候　首都はロンドン　

バッキンガム宮殿　ウエストミンスター寺院　大英博物館

テムズ川のほとりには　国会議事堂とビッグベン

18世紀に起きた　産業革命　繊維工業が発達

恵まれた石炭と鉄鉱石で　鉄鋼業や造船業が発達

植民地から原料輸入　製品にして売る　加工貿易

今月のうた今月のうた

きた

ち  いき

 せい しき　　  な  まえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 きた　　　　　　　　　　　　   れんごう おうこく

 こく  ど 　たい せい よう　　 ほっ かい かこ  しま ぐに

はっしょう　　  ち

  き　こう せい がん かい よう せい  き   こう　　  しゅ  と

きゅうでん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ  いん　　  だい えい はく ぶつ かん

がわ こっ かい  ぎ　 じ  どう

せい  き お  さんぎょうかくめい　　 せん  い   こうぎょう　　はっ たつ

 めぐ　　　　　　　せき たん　　てっ こう せき　　　　  てっ こうぎょう　　ぞう せんぎょう　　はっ たつ

しょくみん ち　　　　　 げんりょう ゆ にゅう　　 せい ひん　　　　　　　 う　　　　　   か こう ぼう えき
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身にしみる

　体にこたえる。また、しみじみと心に感じること。

油を売る

　無駄話などをして仕事をさぼること。

当てがはずれる

　予想や期待に反する結果になる。

 からだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こころ　　かん

 

　む　だ  ばなし　　　　　　　　　　　　　し　ごと

  み

あぶら　　 う

 あ

 よ　そう　　  き　たい　　 はん　　　　　けっ か

慣用句慣用句



ロコモ５月 - 10

　「つるのおんがえし」は、おじいさんに助けてもらった鶴

が恩返しをするお話です。お話を聞いた後で、質問にこたえ

てみましょう。

１　雪の降る夜更けに来たのは誰ですか。

２　おじいさんは、何を売って、米や味噌を買いましたか。

３　娘は、何を抜いて、布を織っていましたか。

４　鶴はどうして、おじいさんとおばあさんの所へ来たので

　　しょうか。

５　おじいさんは鶴に、何を投げましたか。

つるの
おんがえし

おはなしおはなし

たす つる

　　おん がえ　　　　　　　　　　　 はなし　　　　 　　　　 はなし　　　   き　　　　　 あと　　　　　しつもん

ゆき　　  ふ よ　 ふ き だれ

なに う こめ み　 そ か

むすめ なに ぬ ぬの　　  お

つる ところ　　  き

つる なに　　  な
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漢　詩漢　詩
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